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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　ジベレリン阻害剤およびサリチル酸からなる群より選択される物質を含む、ラン科植物

の発芽を促進するための剤。

【請求項２】

　ジベレリン阻害剤およびサリチル酸からなる群より選択される物質を含む、ラン科植物

の共生菌との共生を促進するための剤。

【請求項３】

　ジベレリン阻害剤およびサリチル酸からなる群より選択される物質をラン科植物に適用

することを特徴とする、ラン科植物の発芽を促進する方法。

【請求項４】

　ジベレリン阻害剤およびサリチル酸からなる群より選択される物質をラン科植物に適用

することを特徴とする、ラン科植物の共生菌との共生を促進する方法。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】

【０００１】

　本発明は、ラン科植物の発芽および／または共生菌との共生を促進させるための剤およ

び方法に関する。

【背景技術】

【０００２】
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　 ラ ン 科 植 物 は 独 自 の 形 態 や 多 様 性 か ら 鑑 賞 価 値 の 高 い も の が 多 く 、 愛 好 家 も 多 い 。 そ の

た め 栽 培 や 品 種 改 良 が 進 め ら れ て い る 。 一 方 で 、 野 生 の ラ ン 科 植 物 は 植 物 の 中 で も 最 も 絶

滅 に 瀕 し て い る 。 そ の 最 も 大 き な 要 因 に は 、 自 然 環 境 下 で は 発 芽 と 初 期 成 長 に お け る 共 生

菌 と の 共 生 に よ る 養 分 補 給 が 必 須 で あ る こ と が 挙 げ ら れ る 。 共 生 菌 を 必 要 と し な い 人 工 培

地 を 用 い た 無 菌 発 芽 系 も 開 発 さ れ て い る が （ 非 特 許 文 献 １ 等 参 照 ） 、 絶 滅 危 惧 種 の 多 く に

は 適 用 で き な い 。 絶 滅 危 惧 種 に 指 定 さ れ て い る 地 生 ラ ン に は 潜 在 的 に 園 芸 価 値 の 高 い も の

も 多 く 、 そ の 発 芽 や 共 生 、 お よ び 成 長 の 促 進 技 術 の 確 立 に つ い て は 多 く の 研 究 者 が 取 り 組

ん で き た が 、 実 際 に 利 用 で き る 技 術 ・ 知 見 は 全 く 無 い の が 現 状 で あ る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 非 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 非 特 許 文 献 １ 】 「 ラ ン 科 植 物 の 種 子 形 成 と 無 菌 培 養 」 鳥 潟 博 高 編 、 誠 文 堂 新 光 社 、 （

１ ９ ７ ６ 年 ）

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 本 発 明 の 解 決 課 題 は 、 人 工 栽 培 が 難 し い ラ ン 科 植 物 や 絶 滅 危 惧 種 で あ る ラ ン 科 植 物 の 人

工 栽 培 を 容 易 に す る こ と で あ っ た 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 者 ら は 、 上 記 課 題 を 解 決 せ ん と 鋭 意 研 究 を 重 ね 、 植 物 ホ ル モ ン で あ る ジ ベ レ リ ン

の 阻 害 剤 、 サ リ チ ル 酸 、 ま た は そ の 誘 導 体 で の 処 理 に よ り 、 ラ ン 科 植 物 の 発 芽 お よ び ／ ま

た は 共 生 菌 と の 共 生 （ 菌 根 共 生 ） が 劇 的 に 促 進 さ れ る と い う 、 こ れ ま で に 全 く 報 告 さ れ て

い な い 知 見 を 得 て 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し た が っ て 、 本 発 明 は 、

　 （ １ ） ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 、 サ リ チ ル 酸 、 お よ び サ リ チ ル 酸 誘 導 体 か ら な る 群 よ り 選 択 さ

れ る 物 質 を 含 む 、 ラ ン 科 植 物 の 発 芽 を 促 進 す る た め の 剤 、

　 （ ２ ） ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 、 サ リ チ ル 酸 、 お よ び サ リ チ ル 酸 誘 導 体 か ら な る 群 よ り 選 択 さ

れ る 物 質 を 含 む 、 ラ ン 科 植 物 の 共 生 菌 と の 共 生 を 促 進 す る た め の 剤 、

　 （ ３ ） ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 、 サ リ チ ル 酸 、 お よ び サ リ チ ル 酸 誘 導 体 か ら な る 群 よ り 選 択 さ

れ る 物 質 を ラ ン 科 植 物 に 適 用 す る こ と を 特 徴 と す る 、 ラ ン 科 植 物 の 発 芽 を 促 進 す る 方 法 、

な ら び に

　 （ ４ ） ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 、 サ リ チ ル 酸 、 お よ び サ リ チ ル 酸 誘 導 体 か ら な る 群 よ り 選 択 さ

れ る 物 質 を ラ ン 科 植 物 に 適 用 す る こ と を 特 徴 と す る 、 ラ ン 科 植 物 の 共 生 菌 と の 共 生 を 促 進

す る 方 法

を 提 供 す る も の で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 人 工 栽 培 が 難 し い ラ ン 科 植 物 や 絶 滅 危 惧 種 で あ る ラ ン 科 植 物 の 人 工 栽

培 を 容 易 か つ 効 率 的 に 行 う こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 絶 滅 危 惧 種 に 多 い 難 発

芽 性 の 野 生 ラ ン を 対 象 に し た 発 芽 と 共 生 、 お よ び 成 長 促 進 に よ る 保 全 だ け で な く 、 潜 在 的

に 園 芸 価 値 の 高 い こ れ ら の 野 生 ラ ン の 人 工 栽 培 技 術 の 確 立 を 可 能 に す る も の で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 で 用 い た 地 生 ラ ン の 無 菌 発 芽 系 お よ び 共 生 発 芽 系 の 模 式 図 で あ る

。

【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の 無 菌 発 芽 系 お よ び 共 生 発 芽 系 に お け る シ ラ ン の 発 芽 を 経 時 的 に

示 す 写 真 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ３ は 、 シ ラ ン の 無 菌 発 芽 系 を 用 い た 植 物 ホ ル モ ン お よ び 植 物 ホ ル モ ン 阻 害 剤 の
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発 芽 へ の 影 響 を 評 価 し た 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ４ は 、 シ ラ ン の 共 生 発 芽 系 を 用 い た 植 物 ホ ル モ ン お よ び 植 物 ホ ル モ ン 阻 害 剤 の

発 芽 へ の 影 響 を 評 価 し た 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ５ は 、 シ ラ ン の 無 菌 発 芽 系 に お い て 種 類 の 異 な る ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 が 発 芽 に 及

ぼ す 影 響 に つ い て 調 べ た 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ６ は 、 野 生 の 地 生 ラ ン を 用 い た 植 物 ホ ル モ ン お よ び 植 物 ホ ル モ ン 阻 害 剤 に よ る

発 芽 促 進 効 果 の 検 証 結 果 を 示 す 写 真 で あ る 。

【 図 ７ 】 図 ７ は 、 共 生 発 芽 系 に お け る ペ ロ ト ン の 状 態 を 指 標 に し た 共 生 度 の 評 価 手 法 を 説

明 す る 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ８ は 、 共 生 発 芽 系 に お い て ペ ロ ト ン の 状 態 を 指 標 に し て シ ラ ン の 共 生 度 を 定 量

し た 結 果 を 示 す グ ラ フ で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 剤 お よ び 方 法 は 、 い ず れ の ラ ン 科 植 物 に 対 し て も 適 用 可 能 で あ る が 、 人 工 発 芽

・ 栽 培 が 困 難 な ラ ン 科 植 物 、 と り わ け 地 生 ラ ン に 適 用 で き る と い う 点 で 画 期 的 で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

ラ ン 科 植 物 の 種 子 は 未 成 熟 な 胚 の み で あ り 、 自 然 環 境 下 で は 発 芽 と 初 期 成

長 に は 共 生 菌 と の 共 生 に よ る 養 分 供 給 が 必 須 で あ る 。 ラ ン 科 植 物 の ほ と ん ど が 着 生 ラ ン で

あ り 、 人 工 栽 培 で き る も の が 多 い 。 着 生 ラ ン の 例 と し て は 、 コ チ ョ ウ ラ ン 、 シ ン ビ ジ ウ ム

、 デ ン ド ロ ビ ュ ー ム 、 カ ト レ ア 、 オ ン シ ジ ウ ム 、 バ ン ダ な ど が 挙 げ ら れ る 。 そ の 一 方 、 希

少 種 や 絶 滅 危 惧 種 の ほ と ん ど は 地 生 ラ ン で あ り 、 こ れ ら の 園 芸 価 値 は 潜 在 的 に 高 い 。 し か

し 、 多 く の 地 生 ラ ン の 種 子 発 芽 は 難 し く 、 共 生 菌 へ の 依 存 度 も 高 い こ と か ら 、 人 工 発 芽 ・

栽 培 が 難 し い 。 地 生 ラ ン の 例 と し て は 、 シ ラ ン 、 サ ギ ソ ウ 、 ツ チ ア ケ ビ 、 キ ン ラ ン 、 ギ ン

ラ ン 、 ネ ジ バ ナ 、 オ オ ミ ヤ マ ウ ズ ラ 、 キ バ ナ ノ ア ツ モ リ ソ ウ 、 エ ビ ネ 、 ア マ ミ ト ン ボ 、 ハ

マ カ キ ラ ン 、 ヤ ツ シ ロ ラ ン な ど が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 の 剤 お よ び 方 法 に 用 い る 物 質 は 、 サ リ チ ル 酸 、 サ リ チ ル 酸 誘 導 体 お よ び ジ ベ レ リ

ン 阻 害 剤 か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る １ の 物 質 ま た は ２ 以 上 の 物 質 の 組 み 合 わ せ で あ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 は 、 植 物 に お け る ジ ベ レ リ ン の 生 合 成 を 阻 害 す る 物 質 、 お よ び 植 物 に

お い て ジ ベ レ リ ン の 作 用 を 阻 害 す る 物 質 を 包 含 す る 。 こ こ で 、 阻 害 と は 、 ジ ベ レ リ ン の 生

合 成 や ジ ベ レ リ ン の 作 用 を 通 常 よ り も 低 下 さ せ る こ と 、 な ら び に ジ ベ レ リ ン の 生 合 成 や ジ

ベ レ リ ン の 作 用 を な く す こ と を 包 含 す る 。 ジ ベ レ リ ン は 発 芽 や 生 長 の 促 進 作 用 を 有 す る 植

物 ホ ル モ ン と し て 公 知 で あ る 。 そ の 阻 害 剤 が ラ ン 科 植 物 の 発 芽 お よ び ／ ま た は 共 生 菌 と の

共 生 を 促 進 す る こ と は 、 こ れ ま で 知 ら れ て お ら ず 、 全 く 意 外 な こ と で あ っ た 。 本 発 明 の 剤

お よ び 方 法 に 用 い ら れ る ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 と し て は 、 ダ ミ ノ ジ ド 、 パ ク ロ ブ ト ラ ゾ ー ル 、

プ ロ ヘ キ サ ジ オ ン カ ル シ ウ ム 、 メ ピ コ ー ト ク ロ リ ド 、 ト リ ネ キ サ パ ッ ク エ チ ル 、 ク ロ ル メ

コ ー ト な ど が 例 示 さ れ る が 、 こ れ ら に 限 ら な い 。 ま た 、 本 発 明 の 剤 お よ び 方 法 に 用 い ら れ

る ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 と し て 市 販 さ れ て い る も の と し て は 、 ウ ニ コ ナ ゾ ー ル Ｐ 、 ビ ー ナ イ ン

、 ス マ レ ク ト 、 ス ミ セ ブ ン Ｐ 、 バ ウ ン テ ィ 、 ビ ビ フ ル （ フ ロ ア ブ ル ） 、 （ 理 研 ） ビ オ ロ ッ

ク 、 ボ ン ザ イ 、 セ リ ダ ー ド 、 ロ ミ カ 、 フ ラ ス タ ー 、 プ リ モ マ ッ ク ス 、 サ イ コ セ ル な ど が 例

示 さ れ る が 、 こ れ ら に 限 ら な い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 サ リ チ ル 酸 は ベ ン ゼ ン 環 上 の オ ル ト 位 に カ ル ボ キ シ ル 基 と ヒ ド ロ キ シ ル 基 を 有 す る 物 質

で 、 鎮 痛 ・ 解 熱 作 用 な ど の 薬 理 作 用 を 有 す る 。 サ リ チ ル 酸 は 天 然 界 に 広 く 存 在 し 、 植 物 に

お い て は 病 害 応 答 反 応 に 関 わ る 植 物 ホ ル モ ン と さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 サ リ チ ル 酸 が

ラ ン 科 植 物 の 発 芽 お よ び ／ ま た は 共 生 菌 と の 共 生 を 促 進 す る こ と は 知 ら れ て い な か っ た 。

本 発 明 に て 用 い ら れ る サ リ チ ル 酸 は 、 遊 離 形 態 で あ っ て も よ く 、 塩 の 形 態 で あ っ て も よ い

。

【 ０ ０ １ ４ 】
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　 本 発 明 に お い て 、 サ リ チ ル 酸 の 誘 導 体 も 本 発 明 の 剤 お よ び 方 法 に 用 い る こ と が で き る 。

サ リ チ ル 酸 の 誘 導 体 が ラ ン 科 植 物 の 発 芽 お よ び ／ ま た は 共 生 菌 と の 共 生 を 促 進 す る こ と は

知 ら れ て い な か っ た 。 サ リ チ ル 酸 の 誘 導 体 と し て は 、 そ の カ ル ボ キ シ ル 基 が 炭 素 数 １ ～ ６

個 の ア ル キ ル 基 に て エ ス テ ル 化 さ れ て い る も の 、 あ る い は そ の 水 酸 基 が 炭 素 数 １ ～ ６ 個 の

ア ル キ ル 基 に て エ ー テ ル 化 さ れ て い る も の が 例 示 さ れ る 。 あ る い は サ リ チ ル 酸 の 誘 導 体 と

し て は 、 そ の ベ ン ゼ ン 環 の 水 素 が 水 酸 基 、 ハ ロ ゲ ン 、 炭 素 数 １ ～ ６ 個 の ア ル キ ル 基 、 Ｎ Ｈ

２ 、 Ｃ Ｏ Ｏ Ｈ 等 で 置 換 さ れ た も の が 例 示 さ れ る 。 サ リ チ ル 酸 の 誘 導 体 は 塩 の 形 態 で あ っ て

も よ い 。 サ リ チ ル 酸 の 誘 導 体 は 上 記 の も の に 限 定 さ れ な い こ と は い う ま で も な い 。 た だ し

、 本 発 明 に 用 い る サ リ チ ル 酸 の 誘 導 体 は 、 サ リ チ ル 酸 と 同 様 の ラ ン 科 植 物 の 発 芽 お よ び ／

ま た は 共 生 菌 と の 共 生 を 促 進 す る も の で あ る 。 本 発 明 に 使 用 可 能 な サ リ チ ル 酸 誘 導 体 の 具

体 例 と し て は 、 プ ロ ベ ナ ゾ ー ル 、 チ ア ジ ニ ル 、 イ ソ チ ア ニ ル 、 ア シ ベ ン ゾ ラ ル Ｓ メ チ ル な

ど が 例 示 さ れ る が 、 こ れ ら に 限 ら な い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 は 農 薬 と し て 安 価 に 市 販 さ れ て い る 。 サ リ チ ル 酸 や サ リ チ ル 酸 誘 導 体

も 容 易 に 入 手 す る こ と が で き る 。 そ の た め 、 本 発 明 は 、 コ ス ト 面 で も 非 常 に 有 利 で あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 本 発 明 に お い て 、 「 発 芽 を 促 進 す る 」 と は 、 ラ ン 科 植 物 の 種 子 の 発 芽 を 早 め る こ と 、 お

よ び ／ ま た は 発 芽 率 を 向 上 さ せ る こ と を 意 味 す る 。 該 用 語 は 、 自 然 環 境 お よ び ／ ま た は 人

工 環 境 に お い て 発 芽 が 困 難 あ る い は 発 芽 が 認 め ら れ な か っ た ラ ン 科 植 物 の 種 子 を 発 芽 さ せ

る こ と も 意 味 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 本 発 明 に お い て 、 「 共 生 菌 と の 共 生 を 促 進 す る 」 と は 、 ラ ン 科 植 物 の 共 生 菌 と の 共 生 の

程 度 を 高 め る こ と の ほ か 、 共 生 菌 と 共 生 し な い ラ ン 科 植 物 を 共 生 菌 と 共 生 さ せ る こ と も 意

味 す る 。 共 生 菌 は 、 ラ ン 科 植 物 と 共 生 し 、 ラ ン 科 植 物 に 栄 養 供 給 す る も の で あ れ ば い ず れ

の 菌 で あ っ て も よ い 。 一 般 に 、 共 生 菌 は ラ ン 科 植 物 体 内 に ペ ロ ト ン と 呼 ば れ る 形 態 で 共 生

す る 。 こ れ ま で 様 々 な ラ ン 科 植 物 か ら 様 々 な 共 生 菌 が 共 生 、 同 定 さ れ て い る 。 当 業 者 は 、

本 発 明 を 実 施 す る に あ た り 、 ラ ン 科 植 物 の 種 類 に 応 じ て 共 生 菌 を 選 択 し 、 共 生 菌 を 土 壌 や

培 地 に 混 合 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 本 発 明 の 剤 は い ず れ の 形 態 で あ っ て も よ く 、 液 状 、 粉 末 、 顆 粒 な ど で あ っ て も よ い 。 本

発 明 の 剤 の ラ ン 科 植 物 へ の 適 用 方 法 に つ い て は 特 に 限 定 さ れ な い 。 適 用 方 法 の 具 体 例 と し

て は 、 ラ ン 科 植 物 が 自 生 し て い る 土 壌 、 あ る い は ラ ン 科 植 物 を 人 工 的 に 栽 培 （ 発 芽 お よ び

生 長 を 包 含 ） す る た め の 土 壌 や 培 地 に 本 発 明 の 剤 を 混 合 す る こ と が 挙 げ ら れ る 。 本 発 明 の

剤 を ラ ン 科 植 物 の 種 子 に 直 接 接 触 さ せ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 以 下 に 実 施 例 を 示 し て 本 発 明 を さ ら に 詳 細 か つ 具 体 的 に 説 明 す る が 、 実 施 例 は 本 発 明 を

限 定 す る も の で は な い 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 実 施 例 １ ． 　 植 物 ホ ル モ ン お よ び そ の 阻 害 剤 が ラ ン 科 植 物 の 種 子 の 発 芽 に 及 ぼ す 影 響

　 ラ ン 科 植 物 で あ る シ ラ ン （ 紫 蘭 ） （ Bletilla striata cv. 'Murasaki Shikibu'） を 用

い て 、 人 工 培 地 を 用 い た 無 菌 発 芽 系 お よ び 共 生 菌 を 用 い た 共 生 発 芽 系 に お い て 、 発 芽 に 対

す る 植 物 ホ ル モ ン お よ び そ の 阻 害 剤 の 影 響 を 調 べ た （ 図 １ に 両 系 の 概 要 を 示 す ） 。 両 発 芽

系 に よ り 、 同 調 的 に 発 芽 後 の 幼 植 物 体 が 得 ら れ た （ 図 ２ ） 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 （ １ ） 無 菌 発 芽 系 で の 結 果

　 市 販 の ハ イ ポ ネ ッ ク ス を 用 い た ハ イ ポ ネ ッ ク ス 寒 天 培 地 を 用 い た 。 ジ ベ レ リ ン （ １ ０ μ

Ｍ ） 、 ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 （ ビ ビ フ ル フ ロ ア ブ ル 、 １ ０ μ Ｍ ） を 添 加 し た ハ イ ポ ネ ッ ク ス 寒

天 培 地 に 、 シ ラ ン の 種 子 を 無 菌 的 に 播 種 し 、 ２ ５ ℃ 暗 下 で １ 週 間 培 養 し 、 発 芽 状 況 を 調 べ

た 。 コ ン ト ロ ー ル 系 は 、 上 記 植 物 ホ ル モ ン お よ び そ の 阻 害 剤 を 添 加 し な い 系 で あ っ た 。 結
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果 を 図 ３ に 示 す 。 ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 で 発 芽 が 促 進 さ れ た 。 ジ ベ レ リ ン 添 加 系 で は 発 芽 が 抑

制 さ れ た 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 （ ２ ） 共 生 発 芽 系 で の 結 果

　 シ ラ ン の 共 生 菌 と し て 知 ら れ る ツ ラ ス ネ ラ 属 の 菌 （ Turasnella sp. HR1-1株 ） を 用 い 、

植 物 が 直 接 栄 養 分 を 利 用 で き な い オ ー ト ミ ー ル 寒 天 培 地 を 用 い て 共 生 発 芽 系 を 独 自 に 構 築

し た 。 ジ ベ レ リ ン （ １ ０ μ Ｍ ） 、 ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 （ ビ ビ フ ル フ ロ ア ブ ル 、 １ ０ μ Ｍ ） を

添 加 し た オ ー ト ミ ー ル 寒 天 培 地 に 、 シ ラ ン の 種 子 を 無 菌 的 に 播 種 し 、 ２ ５ ℃ 暗 下 で １ 週 間

培 養 し 、 発 芽 状 況 を 調 べ た 。 コ ン ト ロ ー ル 系 は 、 上 記 植 物 ホ ル モ ン お よ び そ の 阻 害 剤 を 添

加 し な い 系 で あ っ た 。 結 果 を 図 ４ に 示 す 。 ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 添 加 系 で 発 芽 が 促 進 さ れ た 。

ジ ベ レ リ ン 添 加 系 で は 発 芽 が 抑 制 さ れ た 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 （ ３ ） ビ ビ フ ル フ ロ ア ブ ル 以 外 の ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 が ラ ン 科 植 物 の 発 芽 に 及 ぼ す 影 響

　 発 芽 系 は 実 施 例 １ の （ １ ） で 説 明 し た 無 菌 発 芽 系 を 用 い た 。 培 地 に は ビ ー ナ イ ン （ １ ０

ｐ ｐ ｂ ） 、 バ ウ ン テ ィ （ １ ０ ｐ ｐ ｂ ） 、 理 研 ビ オ ロ ッ ク （ １ ０ ｐ ｐ ｂ ） 、 ス ミ セ ブ ン Ｐ （

１ ０ ｐ ｐ ｂ ） を 添 加 し た 。 ２ ５ ℃ 暗 下 で ２ 週 間 培 養 し 、 発 芽 状 況 を 調 べ た 。 コ ン ト ロ ー ル

系 は 、 上 記 ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 を 添 加 し な い 系 で あ っ た 。 結 果 を 図 ５ に 示 す 。 ビ ー ナ イ ン 、

バ ウ ン テ ィ 、 理 研 ビ オ ロ ッ ク 、 ス ミ セ ブ ン Ｐ 添 加 系 で 発 芽 が 促 進 さ れ た 。 こ の よ う に 、 本

発 明 の 効 果 が ビ ビ フ ル フ ロ ア ブ ル 以 外 の ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 で も 確 認 さ れ た こ と か ら 、 本 発

明 は ジ ベ レ リ ン の 生 合 成 を 阻 害 す る 物 質 、 お よ び ジ ベ レ リ ン の 作 用 を 阻 害 す る 物 質 を 包 含

す る 剤 で 広 く 適 用 可 能 で あ る と 考 え ら れ る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 無 菌 発 芽 系 お よ び 共 生 発 芽 系 に お い て 、 ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 に 代 え て サ リ チ ル 酸 （ １ ０ μ

Ｍ ） を 用 い た 場 合 に も 発 芽 促 進 効 果 が 確 認 さ れ た 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 実 施 例 ２ ． 　 植 物 ホ ル モ ン お よ び そ の 阻 害 剤 が 野 生 の 地 生 ラ ン の 種 子 の 発 芽 に 及 ぼ す 影

響

　 地 生 ラ ン で あ る キ バ ナ ノ ア ツ モ リ ソ ウ 、 ネ ジ バ ナ 、 オ オ ミ ヤ マ ウ ヅ ラ の 種 子 を 用 い た 。

発 芽 系 は 実 施 例 １ の （ １ ） で 説 明 し た 無 菌 発 芽 系 を 用 い た 。 キ バ ナ ノ ア ツ モ リ ソ ウ の 種 子

の 場 合 は 、 培 地 に ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 （ ビ ビ フ ル フ ロ ア ブ ル 、 １ ０ μ Ｍ ） を 培 地 に 添 加 し た

。 ネ ジ バ ナ お よ び オ オ ミ ヤ マ ウ ヅ ラ の 種 子 の 場 合 は 、 培 地 に ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 （ Ｌ ウ ニ コ

ナ ゾ ー ル Ｐ 、 ０ ． ５ ｍ ｇ ／ Ｌ ） を 添 加 し た 。 播 種 後 一 定 期 間 経 過 し た 種 子 の 形 態 等 を 観 察

し 、 薬 剤 の 転 化 効 果 を 評 価 し た 。 結 果 を 図 ６ に 示 す 。 キ バ ナ ノ ア ツ モ リ ソ ウ に ジ ベ レ リ ン

阻 害 剤 処 理 を 行 う こ と に よ り 、 胚 の 発 達 な ど の 発 芽 の 徴 候 が 観 察 さ れ た （ 白 矢 印 ） 。 ジ ベ

レ リ ン 阻 害 剤 処 理 に よ り 、 ネ ジ バ ナ と オ オ ミ ヤ マ ウ ヅ ラ の 発 芽 が 観 察 さ れ た （ 白 矢 印 ） 。

コ ン ト ロ ー ル 系 で は 発 芽 お よ び 発 芽 の 徴 候 は 観 察 さ れ な か っ た 。 こ の よ う に 、 本 発 明 の 効

果 が シ ラ ン と は 属 が 異 な る 地 生 ラ ン で あ る キ バ ナ ノ ア ツ モ リ ソ ウ 、 ネ ジ バ ナ 、 オ オ ミ ヤ マ

ウ ヅ ラ で も 確 認 さ れ た こ と か ら 、 本 発 明 は ラ ン 科 植 物 で 広 く 適 用 可 能 で あ る と 考 え ら れ る

。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 に 代 え て サ リ チ ル 酸 （ １ ０ μ Ｍ ） を 用 い て 上 記 実 験 を 行 っ た 場 合 に も

発 芽 促 進 効 果 が 確 認 さ れ た 。

【 実 施 例 ３ 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 実 施 例 ３ ． 　 植 物 ホ ル モ ン と そ の 阻 害 剤 が ラ ン 科 植 物 の 共 生 菌 と の 共 生 に 及 ぼ す 影 響

　 ラ ン 科 植 物 と し て シ ラ ン を 用 い た 。 植 物 ホ ル モ ン お よ び そ の 阻 害 剤 は 、 ジ ベ レ リ ン （ １

ｍ ｇ ／ Ｌ ） 、 ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 （ Ｌ ウ ニ コ ナ ゾ ー ル Ｐ 、 ０ ． ５ ｍ ｇ ／ Ｌ ） で あ っ た 。 実 施

例 １ の （ ２ ） で 説 明 し た 共 生 発 芽 系 を 用 い て 得 ら れ た プ ロ ト コ ー ム に お け る 共 生 細 胞 数 を

定 量 し た （ 実 験 の 概 要 に つ い て は 図 ７ 参 照 ） 。 結 果 を 図 ８ に 示 す 。 後 期 ス テ ー ジ で は ペ ロ
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ト ン が 分 解 し て 共 生 菌 が 細 胞 か ら 消 失 し て い る の で 、 後 期 ス テ ー ジ で の 共 生 細 胞 数 は 示 し

て い な い 。 前 期 ス テ ー ジ お よ び 中 期 ス テ ー ジ の 共 生 細 胞 数 の 増 減 を 指 標 に 共 生 度 を 定 量 的

に 評 価 し た 結 果 、 ジ ベ レ リ ン 阻 害 剤 処 理 に よ り 共 生 が 促 進 さ れ 、 ジ ベ レ リ ン 処 理 に よ り 共

生 が 抑 制 さ れ た 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 本 発 明 は 、 安 価 で 入 手 容 易 な 農 薬 等 を 用 い る も の で あ り 、 ま た 、 既 存 の 農 薬 の 新 た な 用

途 を 開 拓 す る も の で あ る 。 さ ら に 、 本 発 明 は 、 近 年 高 ま り を 見 せ て い る 環 境 保 護 の ニ ー ズ

に も 応 え る も の で あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 園 芸 分 野 、 農 薬 分 野 、 環 境 事 業 の 分 野 、

植 物 の 研 究 分 野 等 の 幅 広 い 産 業 分 野 に お い て 利 用 す る こ と が で き る 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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　　　　　　　Ａ０１Ｐ　　２１／００　　　　

　　　　　　　ＪＳＴＰｌｕｓ／ＪＭＥＤＰｌｕｓ／ＪＳＴ７５８０（ＪＤｒｅａｍＩＩＩ）

　　　　　　　ＪＳＴＣｈｉｎａ（ＪＤｒｅａｍＩＩＩ）
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